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HRO流星電波エコーの絶対受信強度較正装置の開発
Development of a calibration device for absolute reception power of HRO meteor echoes.
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1．背景と目的
ビーコン波の前方散乱を利用した比較的手軽な流星電波観測としてHRO（Ham-band Radio Observation）がある（Mae-

gawa, 1999）。高知工科大学では、2003年 7月の 6方位HRO（東西南北、天頂 2偏波面）の開始を端緒として、2005年 1
月に、およその流星出現を算出可能な 3ch流星電波干渉計を製作し観測を開始した（堀内他，2005）。2009年 1月には、
より精度良く電波到来方向を求め、流星出現位置を 90ｋｍ高度への投影として表示できる 5ch電波干渉計を開発し観測
と準リアルタイム中継を開始した（埜口, 2009）。しかしながら、これらの観測システムでは、個々の流星エコーについ
て受信強度の正確な絶対値（ｄ Bm）は得られておらず流星のエネルギー・質量分布やフラックス等を推定する統計的研
究には不十分である。本研究は、HRO流星エコーの絶対受信強度を測定するシステムの開発を目的とする。

2.絶対強度較正装置
現在、流星電波エコーの受信強度は、ノイズフロアからの相対 dB値に応じた強度グラフとして HRO観測専用ソフト

ウェア HROFFTの出力画像の下部に表示され、また同出力画像上のスペクトルとしては 0から 12の 13段階の色を用い
て相対表示されている。HROにおいて流星エコーの絶対強度の予想値は-80 dBm ˜ -120 dBmであり（臼居他,2004）、本
研究では、その値を 10 dBm間隔ずつ一定時間毎に約数秒間程度出力できる模擬信号発生装置を開発する。現在観測が
行われている 5ch電波干渉計の受信部に本装置を組み込み、波形表示ソフトウェアHRO IF Viewに表示させることによ
り、その値を目盛り代わりに使いデータ解析が可能なように改良する。

3.開発
今回、2004年の野辺山観測所での実験（臼居他，2004）に基づき回路を作製した。回路には位相同期回路（PLL=Phase

Lock Loop）を使用した。PLL回路部分では、水晶振動子から出力される 16 MHzを基準信号にして、その基準信号と
VCO（電圧制御型発振器）から出力される周波数の分周信号の位相を比較して、位相が同期し周波数がロックされると
860 MHzが出力される。その後、分周器を 2つ通ることにより、16分の 1に分周され、最終的に HRO観測周波数の
53.750 MHｚが出力されるような構成である。この回路による出力値の強度は-50 dBm前後となるので、減衰させ、計
測用の信号発生器 (Aglient,33250A)による精密出力による較正を経て目的の絶対強度範囲を得る。本発表では開発の詳
細と初期結果を発表する予定である。
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